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換地部換地・集積班

○ 大河原地方農地集積指導チーム ： ９月９日 平成２９年度第１回農地集積活動検討会を実施
○ 仙台地方農地集積指導チーム ： ６月２７日～７月４日 平成２９年度農地集積戦略会議を実施

８月～９月 実施地区巡回打合せを実施
○ 北部地方農地集積指導チーム ： ７月１８日～８月２日 平成２９年度第１回大崎地域農業農村活性化推進

会議を実施
７月１９日 平成２９年度北部管内農地集積担当者会議・新担当者研修会
を実施

○ 栗原地域農地集積指導チーム ： ７月１９日 平成２９年度北部管内農地集積担当者会議・新担当者研修会
を実施
７月２４日～２７日 平成２９年度第１回農地集積戦略会議を実施

○ 登米地域農地集積指導チーム ： ８月３日～４日 平成２９年度第１回農地集積戦略会議を実施
８月３０日 平成２９年度活性化計画等の変更に関する事務所ヒアリングを
実施

○ 東部地方農地集積指導チーム ： ７月５日 平成２９年度第１回石巻地域農地集積指導チーム会議を実施
７月１２日～１４日 平成２９年度第１回農地集積戦略会議を実施
９月８日 平成２９年度集落営農育成に関する研修会を実施

○ 農村整備課 ： ７月２８日 平成２９年度第１回農地集積研修会を実施
９月１４日～１９日 平成２９年度活性化計画等の変更打合せを実施

○ みやぎ農業振興公社 ： 各管内農地集積戦略会議等に出席
○ 宮城県土地連換地・集積班 ： 各管内農地集積戦略会議等に出席

農地集積に関する各地の主な取組等

農事組合法人Ｎａｔｕｒｅの役員と従業員、そして仲間の皆さん（村田町針生前地区）

”農地集積でより良い営農を築こう“



　

　

　

　

　

　

地 区 名：針生前

事 業 名：農業競争力強化基盤整備事業

農地整備事業（経営体育成型（集約））
関 係 市 町 村：村田町

工 期：平成２２年度～平成３０年度
受 益 面 積：Ａ＝２４．３６ｈａ

農 家 戸 数：８３戸
総 事 業 費：４９３百万円

Ｈ２８実績集積面積：１８．０８ｈａ（うち面的１８．０８ｈａ）
Ｈ２８実績集積率：７４．２２％（うち面的７４．２２％）

Ｈ３１促進計画目標集積面積：１６．０ｈａ（うち面的１６．０ｈａ）
Ｈ３１促進計画目標集積率：６５．６８％（うち面的６５．６８％）

大川地区

 

１．地区のようす

今回紹介する「農事組合法人Ｎａｔｕｒｅ（呼び名：ネイチャー）」は、針生前地区の担い手として平成２６年１２月１
日に設立し、平成２７年１月５日法人登記された農事組合法人です。

前身は、平成１６年から大豆・稲ホールクロップサイレージ等の転作を担う農作業組織として平成１６年１２月、参
加農家３戸で「Ｎａｔｕｒｅ」を設立し、平成１８年１１月からは特定農業団体と同様の要件を満たす組織としてオペレー
タ型の集落営農組織「Ｎａｔｕｒｅ」と成りました。

同法人の設立のきっかけは、組織の一人の若者が地域の耕作放棄地の解消と農用地の保全、利用集積等を図
り安定した経営体の設立を目前に他界し解散が漂う中、若者の意志を引き継ぎ、新たなメンバーを加え、地域農
業の維持・発展のための組織のあり方の検討を重ねて来た結果、任意組織では出来ない運転資金の確保や固定
資産取得準備金の積立、そして節税の効果や経営の多角化など事業展開の可能性が広がり経営の発展が期待
できることから法人に至っています。

構成員は現在３名で、転作の大豆と稲ホールクロップサイレージの農作業受委託を中心とした経営を行い、地元
はもとより周辺の市・町へ農業を展開しています。

地区の基盤整備関連経営体育成等促進計画では、２戸の担い手農家と１法人が占める地区全体の集積面積割
合は６５．６８％（集積面積１６．０ｈａ）で、うち当法人は４９．６２％（７．９４ｈａ）を担う事になっており、平成２８年度
末現在１５．２ｈａと取組を拡大している法人です。

法人化へ向けた支援は、県担い手育成総合支援協議会と農業改良普及センターを中心に村田町の協力を得て
行いました。

仙台市

針生前地区

針生前地区は宮城県南西部の村田町にあり、当町は標高２００ｍ前後の丘陵に囲まれ、平坦部の中央を白石川
の支流である荒川が流れる地域で、高速道路のＩＣ周辺は工業団地の立地が進み、第２次産業も盛んなところです。

町の中心部は江戸時代後期に京都・大阪・江戸との紅花交易で繁栄した商人町の面影が今も町の中心部に蔵の
町並みを残しています。

町の気候は県内の気候区からみると比較的温暖な地域で、水稲以外に酪農、肉用牛、野菜等の園芸作物を組み
合わせた複合経営が定着しています。

当地区の事業実施前は、ほとんどの農地が未整備地で区画形状も狭小で不整形が多く、農道も狭く規模拡大や
大型機械化による営農の障害となっていました。さらに用排水路も兼用の土水路のため維持管理も非常に苦慮し
ていたことから、平成２２年から農地整備事業を実施し、ほ場の整備を進め、地区の担い手として個別農家２名と１
法人を育成し、地区内の農地集積を図ることで過剰投資の削減を実現しながら現在に至っています。

また、平成２６年度から農地中間管理事業と農地整備事業実施地区との連携のモデル地区としていち早く取り組
んだことで担い手への農地利用の集積・集約化の成果をあげています。

さらに、地区周辺には多面的機能の維持、発揮を図るための組織として地域資源保全隊が結成され活動も行わ
れています。

仙台市

２．法人化へのきっかけと支援



（１）概要
　　・名称：農事組合法人　Ｎａｔｕｒｅ　　
　　・構成員：３名　　
　　・従業員：４名
　　・パート：１名（女性事務員）
　　・役員数：３人（代表理事組合長１名、理事２名）
　　・法人の経営面積：４０．１ｈａうち地区内１５．２ｈａ　（平成２８年産実績）
　　・Ｈ２９作付作物：、大豆２１．２ha、大麦１．３ha、水稲３．４ｈａ、飼料用米
　　　７．０ｈａ、備蓄米０．７ｈａ、稲ホールクロップサイレージ６．９ｈａ

（２）法人設立までの経緯
　　・Ｈ１６年１２月頃　集落営農組織Ｎａｔｕｒｅを３名で設立
　　・Ｈ２６年７月～Ｈ２６年１１月　法人設立に向けた勉強会
　　・Ｈ２６年１２月１日　設立総会
　　・Ｈ２７年１月５日　法人登記
　　・Ｈ２７年３月１８日　認定農業者取得

（３）法人の目標
　　　①規模拡大と経営の安定化
　　　②ＧＰＳとタブレットＰＣを活用したほ場位置と効率の良い刈取り順序
　　　　 の設定。
　　　③周年就業の確保に向けた一つの選択肢として多角経営をめざし農
　　　　 事組合法人の体力強化を図る。
　　　④当法人のモットーは『共に汗す』です。

（４）法人の今と将来の課題
　　　①周年就農作業の確保。（特に作業が無い１月と２月の期間）
　　　②経営を担う後継者の育成。

（５）地区内の集積と法人の集積実績 （単位：ｈａ、％）

H25 H26 H27 H28

地区集積面積 12.0 12.0 18.1 18.1

地区集積率 49.3 49.3 74.2 74.2

うち集約化面積 0.0 0.0 0.0 18.1

うち集約化率 0.0 0.0 0.0 74.2

法人集積面積 8.5 8.5 15.2 15.2

法人集積率 34.9 34.9 62.3 62.3

うち集約化面積 0.0 0.0 0.0 15.2

うち集約化率 0.0 0.0 0.0 62.3
　（注）網掛けの部分は法人化前を示す。

地区全体

区分

うち
Ｎａｔｕｒｅ

３．農事組合法人 Ｎａｔｕｒｅ の概要
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（６）経営規模実績と目標 （単位：ｈａ）

法人化前 1年目 2年目 3年目 目標

H26 H27 H28 H29 Ｈ31

水稲 - - 2.5 3.4 5.0

備蓄米 - - 0.0 0.7 7.0

大麦 5.0 - 6.0 1.3 5.0

大豆 20.0 35.0 23.0 21.2 30.0

稲ＷＣＳ 8.7 9.0 7.6 6.9 10.0

飼料用米 3.3 4.5 6.0 7.0 10.0

計 37.0 48.5 45.1 40.5 67.0

※Ｈ２８年産の１０ａ当たりの収量（水稲８俵、大麦３５０ｋｇ、大豆１２０ｋｇ、稲ＷＣＳ１,８００ｋｇ）

（７）施設設備
　○トラクター
       ・６５ｐｓ１台、５０ｐｓ１台、３２ｐｓ１台、２０Ｐｐｓ１台、他に構成員所有３台。
　○田植え機
　　　・８条植え１台、６条植え２台
　○大豆用専用コンバイン２台
　○ベーラコンバイン３台
　○ブームスプレーヤ１台
　※水稲用コンバインや大豆乾燥機は構成員の物を使用。

（８）生産販売品目と出荷先
　○　大豆と稲ＷＣＳを中心に取り組み、ＪＡへ全量出荷を行っています。
　　
（９）農地集積
　○　農地中間管理事業と農地整備事業実施地区との連携の観点から平成２６年度～平成２８年度までに個別担
　　い手農家２戸と共に農地中間管理事業を活用(１７．６ha（借受け希望面積８３．０ｈａ）うち法人３．１ha（借受け希
　　望面積６０．０ｈａ）)し、農地の利用集積を進め経営規模の拡大を目指しています。　
　　　なお、地域集積協力金は「針生前地区経営体育成基盤整備事業推進協議会」が受け入れ、事業費償還金と
　　して積み立てを行っています。
　 
（１０）活動の特徴
　　【法人同士の協力体制】
　　　　村田町内の３つの法人（(有)サン・ファーム韮神、農事組合法人 北向結ファーム、当法人）が、手数料等無
　　　しで互いに作業を手伝う「結」を実践しています。

　　【多面的機能の維持、発揮を図るための活動】
　　　　当法人は、平成２６年１２月に設立された関場・沼田地区地域資源保
　　　全隊の構成員として加わり、村田町関場と沼田地区集落地先に存する
　　　農用地、水路、農道等の地域資源の保全に唯一の法人として積極的
　　　に活動（トラクター等での除草）を行っています。

（１１）後継者の育成
　○ 役員並びに従業員は６０歳後半で、後継者の育成が急務となっています。
　　  そのため、経営感覚とやる気を兼ね備えた若者の就農環境づくりに奮闘
　　　中です。

（１２）地域貢献
　○ 自ら感謝のイベントを開催するまでには至っていませんが、常に地域の理解と協力に感謝し、法人として今で
　　きる地元への貢献として「地域資源保全隊」の活動に協力しています。
　○ 毎年、従業員の外に地元雇用創出の貢献として、収穫期間、作業機械の操作資格を持った方をアルバイトと
    して雇っています。

（１３）その他
　　【野生鳥獣による農業被害と対策】
　○ 取材で、役員さんより周囲には山があるため、近年、イノシシによる畑作の被害が深刻で、その対策に苦慮し
　　ている。熊は今のところ未だ来ていないが以前、シカやサル、ハクビシンによる被害もあり、周年就農を考えた
　　場合、この場所では畑作が出来ない地域となった。その対策の一環として基盤整備による畑地化の確保が必
    要であると語ってくれました。

区分

【問い合わせ先】
宮城県土地改良事業団体連合会（水土里ネットみやぎ）
換地部換地・集積班
〒980-0011
仙台市青葉区上杉二丁目2番8号 TEL:022-263-5815 FAX:022-268-6390

（Ｈ２９年作付品種）

①水稲：ひとめぼれ、まなむすめ

②大麦：シュンライ

③大豆：あやこがね

④稲ＷＣＳ：まなむすめ（早稲種）

⑤飼料用米：あきだわら、げんきまる

ラッピング作業

地域資源の保全管理活動作業（堀上作業）


